
今年度の重点課題（学校アクションプラン）
平成２９年度 富山南高等学校アクションプラン －１－

重点項目 学習活動（教科指導全般の充実）
重点課題 教科指導の充実と学力向上
現 状 ・次期学習指導要領では、「アクティブ・ラーニング」の視点に立った学びが求めら

れていることから、指導内容や指導方法について各教科部会を中心に研修すること
が必要である。
・全職員による学習指導研修会や互見授業を行っているが、研修内容を充実させ、そ
の成果を学習指導に活用できるようにする必要がある。
・週末や長期休業中に課している課題を、生徒が主体的に計画を立て、取り組む指導
をする必要がある。
・４月の学習実態調査の結果、学習時間が１週間合計で１・２年生は１８時間以上、
３年生は２０時間以上確保することができた生徒の割合は１年生で61.7％、２年生
では29.0％、３年生では45.5％である。

達成目標 ①互見授業・生徒授業アンケートの ②１週間の家庭学習時間合計を１・２年生は
年間実施回数 １８時間以上、３年生は２０時間以上確保す

ることができた生徒の割合
それぞれ２回以上 それぞれ８０％以上

方 策 ・各教科で授業内容を検討し、シラバスを作成するとともに、互見授業と教科研修を
行い、教育力の向上に努める。
・生徒による授業評価を実施し、よりよい授業実践の参考とする。
・課題については、内容・量・教科間のバランスを整える。
・平日は国数英の予習等の学習時間を各４０分以上の計２時間以上、休日は週末課題
を含めて、１・２年生は４時間以上、３年生は不得意教科等の克服を加えて５時間
以上の家庭学習時間を確保するように指導する。
・部活動に加入している生徒には平日の家庭学習時間を確保することが難しい生徒も
いる。そのような生徒に対して、学校での休み時間などを有効に活用するモジュー
ル型学習などを行い、必要な学習時間を確保する工夫をさせる。
・面接週間を設け、ホーム担任を中心に生徒の実態に応じた学習指導を行う。

達 成 度 ①互見授業実施率 ②家庭学習時間
１学期 95％ ２学期 86％ １週間合計で目標時間以上の確保できた生徒
生徒授業アンケート実施率 （４月→９月→１月）
１学期 78％ ２学期 64％ １年（18時間以上）62% 28% 29%

２年（18時間以上）29％ 15% 30%
３年（20時間以上）46％ 83％

具体的な ・１，２学期中にそれぞれ互見授業週間を設け、各教科で研修を実施した。
取組状況 ・１学期末と２学期末に生徒授業アンケートを実施した。

・家庭学習時間を４月、９月、１月（１・２年のみ）に連続した１週間で調査した。
調査結果をもとに担任による面接指導、学年による集会、行事を実施した。

評 価 各実施率は例年に比べ高く １、２年生の学習時間が確保されてい
Ｃ なっているが、まだ不十分 Ｃ ない。

である。
学校関係 家庭学習時間等の調査はもちろん大事なことであるが、結果を見て対策を考えるとい
者の意見 う観点だけではなく、どんな体験をすれば生徒自身の意欲を喚起できるか、生徒の自

発性を育てることができるかという観点でも考えてほしい。
次年度へ ・思考力問題への対応、表現力の向上を各教科、学年で研究している。これについて
向けての の授業研究を活性化させていきたい。
課 題 ・家庭学習時間の向上のため、引き続き学年の状況に応じてきめ細かい指導をする。

・２学期は３年生での授業アンケートの実施率が低い。時期的に時間がとりにくいこ
とが考えられる。実施時期もしくは方法を考え直す必要がある。

（評価基準 Ａ:達成した Ｂ:ほぼ達成した Ｃ:あまり達成しなかった Ｄ:達成しなかった）



平成２９年度 富山南高等学校アクションプラン －２－
重点項目 学習活動（国際理解教育）
重点課題 英語コミュニケーション能力の育成とその向上および充実した国際コースの活動
現 状 ・授業を軸とし、さらに様々な活動（スピーチコンテスト、ボキャブラリーコンテス

ト等）を行うことで、英語によるコミュニケーション能力の向上を目指している。
・「国際コミュニケーション」を学校設定科目として設定し、自然な英語を聞きとり、
英語でプレゼンテーションができ、さらに意見交換できる英語力の育成に努めてい
る。
・特色ある国際コースの活動である「国際理解セミナー」、「国際理解のための講演
会」をより充実したものになるよう、適した講師の招聘に苦慮している。
・平成２８年度国際コース卒業生で英語検定２級以上を取得した生徒の割合は６５％
で、内1名は準1級を取得した。達成目標を大幅に上回る好成績であったが、毎年継
続するのは大変である。

達成目標 ①コミュニケーション能力をレベルアッ ②「国際理解セミナー」、「国際理解のため
プした生徒の割合（GTEC、英検） の講演会」への参加生徒の満足度の割合

（アンケート調査による）
GTEC ４１０点以上７割（１年） ９０％以上

４５０点以上７割（２年）
４７０点以上７割（３年）

英検 （国際コース）卒業時の英語検
定２級以上取得者５割以上

方 策 ・国際コースに限らず、全クラスで英語 ・「国際理解」、「英語活動」、「コミュニケ
力の向上を目指す授業を行う。 ーション能力の向上」等に関する講師を
・英語に関する行事を工夫して行い、生 県内外問わず招聘する。
徒の英語に関する興味・関心を高め ・「国際理解セミナー」及び「国際理解の
る。 ための講演会」が、より有意義なものに
・定期考査や実力テストなどで４技能を なるよう事前指導を十分に行う。また事
測るテストを実施する。 後に振り返り（感想）をさせることで、
・英語検定の受検を推奨する。 今後の学校生活や進路選択に役立つよう

図る。
・満足度に関するアンケートを行い、より
充実した行事になるよう工夫する。

達 成 度 GTEC 1年 （未） たいへん満足、ほぼ満足併せて
2年 （未） 「国際理解のための講演会」 100％
3年 66 ％ 「国際理解セミナー」 講座１ 100％

英検 85 ％ 講座２ 97％
講座３ 100％

具体的な ・「読む・書く・聞く・話す」の４ ・社会で求められている力（論理的思考・多角
取組状況 技能をバランス良く習得できるよう 的視野など）を身につけることを目的として、

授業の工夫をしている。 講師の依頼を行った。講演の形態も一方的な講
・英検は、第３回を本校準会場とし 義にならないように工夫していただいた。
多くの生徒が受けやすい環境を作っ ・国際コース以外の生徒の参加も可能にした。
た。（受験者数：105名 ）

評 価 １・２年のGTECの結果が出 参加生徒の満足度は目標を達成した
Ａ ていないため評価できない。 Ｂ が、３年国際コースの生徒の欠席者が

３年は概ね達成している。 多かった。
学校関係 英語の力をつけるには日本語の力をつけなくてはならない。図書館の充実を図ってほ
者の意見 しい。（具体策についてはアクションプラン７で記載。）

次年度へ ・生徒の参加意識の向上を図るよう事前指導をさらに充実させる必要がある。
向けての ・外部試験の位置づけが変化していることを考慮し、達成目標を検討する必要がある。
課 題

GTEC：ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾘｽﾆﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ・ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞの４技能の能力をそれぞれ測定するもの。
模試等とは異なる。

（評価基準 Ａ:達成した Ｂ:ほぼ達成した Ｃ:あまり達成しなかった Ｄ:達成しなかった）



平成２９年度 富山南高等学校アクションプラン －３－
重点項目 学校生活（生徒指導の徹底）
重点課題 全職員での生徒指導
現 状 ・基本的生活習慣が身に付いていない生徒が一部見られる。特に遅刻・服装・マナー

等の定着にやや欠ける。
・昨年度の年間平均遅刻回数は、１人あたり０.６０回であった。
・不審者による被害がたびたび起こっている。警察との連携を密にし、対処している。
・自転車による交通事故がまだ多い。昨年は１４件であった。自転車の乗車マナーに
関する苦情もある。
・ネットパトロールに指摘を受けた件数１２件。個人情報、写真、不適切な表現を指
摘された。

達成目標 ①交通事故年間件数 ②教職員による巡回パトロー ③ネットパトロールに指
ルの年間回数 摘を受ける件数

昨年比５０％ 以下 ５０回以上 昨年比７５％ 以下
方 策 ・遅刻・ 服装・マナー等に関する指導を全教員が一丸となって行う。月初め３日間

の登校指導を行う。同時に生活委員、生徒会が協力して挨拶運動を行う。
・遅刻及び服装の乱れの多い生徒については個別指導を徹底する。
・全教職員による巡回パトロールの実施や地域の防犯担当者及び警察との連携を図
る。
・交通安全教室等やＨＲ、生徒会を通して交通安全に関する意識の高揚を図る。また、
毎月１回、サイクル安全リーダーと共に交通安全街頭指導を行う。
・携帯・スマホの使い方や危険について、ネットトラブル防止教室や集会などの機会
を捉え指導を行う。

達 成 度 交通事故件数8件 教職員のパトロールは実施さ ネットパトロールに指導
昨年は14件であったことか れたが、不審者による事件は を受けた件数は4件とここ
ら残念ながら目標達成には 13件と少なくはならない。 数年では特に少ない数と
至らなかった なった。

具体的な ①サイクル安全リーダーによる街頭指導、交通安全教室の実施、生徒会による自転車
取組状況 通学の実態調査、南苑祭での本校の事故例や危険箇所についての発表を通して、交通

安全に対する意識の高揚を図った。
②教員のパトロールは行っている。また、警察とも連携し、情報交換やパトロールの
強化を依頼した。
③ネットトラブル防止の講演会を開催。携帯・パソコンに関する調査を全校生徒に実
施しその結果を南苑祭で発表。生徒会が携帯について本校独自のスローガンを作成し
全校生徒に呼びかけた。

評 価 昨年と比較すると パトロールを行いつつ ＳＮＳに関する危
Ｃ 減少傾向にある。 Ｂ 警察との連携をさらに Ａ 険性を理解させ、

引き続き指導をし 密にして不審者への抑 トラブルに巻き込
ていきたい。 止につなげたい。 まれずに使用する

ことができた。
学校関係 （春になれば）体育の授業や部活動で一般道をランニングすることがあると思うが、
者の意見 この辺りの交通量も増えてきている。一層の交通安全指導の充実を図ってほしい。

次年度へ １生徒の活動を高めるための指導
向けての ２各種調査の有効利用
課 題

（評価基準 Ａ:達成した Ｂ:ほぼ達成した Ｃ:あまり達成しなかった Ｄ:達成しなかった）



平成２９年度 富山南高等学校アクションプラン －４－
重点項目 学校生活（保健指導）
重点課題 睡眠時間の適切な管理と生徒の口腔内の衛生管理
現 状 ・近年、生活の夜型化や睡眠時間の減少が高校生の脳や身体に影響を与え、頭痛・肩

こりの身体症状、集中力・記憶力の低下、抑うつイライラといった精神症状を引き
起こしている。本校でも、睡眠不足による体調不良を訴え、保健室に来室する生徒、
授業で集中力を欠く生徒などの姿が見られる。今年度は、睡眠習慣の実態を把握し、
よりよい睡眠がとれるように指導していきたい。
・定期健康診断によると、う歯や歯周病の疑いのある生徒は、27年度は162人で22.7
％、28年度は112人で15.8％にあたる。対象生徒に対し、治療カードを発行し､
治療を促しているが、その回収率は27年度19.1％、28年度で19.6％でしかない。
学年毎に見ると、2年生の21.7％に比べて1､3年は各18％台となっている。早
めの治療をすることにより、健康な生活をおくることができるようにする。

達成目標 ①全体的な睡眠の質に満足している生徒 ②治療カードの回収率
の割合
30％以上 20％以上

方 策 ・睡眠に関するアンケートを行い、本校での睡眠時間の現状を把握する。
・南苑祭で全校生徒に睡眠の大切さを伝える活動を行う。
・啓発活動として、年間２回運動期間を設け、歯磨きを呼びかけるポスターを掲示す
るなどし、生徒の意識を高める。
・保護者会の機会に、歯の治療をするように促す。

達 成 度 ・睡眠の質に満足している生徒の割 ・３学期１月末時点での治療カードの回収率は
合は44.9％で、目標を達成した。 20％(19人/95人)で、目標を達成した。

具体的な ・全生徒に睡眠に関するアンケートを行った。
取組状況 ・南苑際で保健委員会として睡眠に関するアンケート結果についての展示を行い、全

校生徒に睡眠の大切さを伝えた。
・保護者会の時などをとらえて、う歯の治療をするように促した。

評 価 ・目標を達成した。 ・目標を達成した。
A A

学校関係 勉強、部活動など、健康がすべてのベースにある。（睡眠の質向上、歯の治療推進に
者の意見 加えて）この時期であれば、インフルエンザが蔓延しないよう、換気等の対策をして

ほしい。
次年度へ ・睡眠の質に満足している生徒の割合を50％以上とし、学年集会などの機会を
向けての 通して睡眠の重要性を訴えていく。
課 題 ・治療カードの回収率を25％とし、全体の回収率を上げる。また、う歯のあった

生徒には保護者会の時だけでなく、いろいろな機会を通して治療を促す。

（評価基準 Ａ:達成した Ｂ:ほぼ達成した Ｃ:あまり達成しなかった Ｄ:達成しなかった）



平成２９年度 富山南高等学校アクションプラン －５－
重点項目 進路支援
重点課題 高い志を持ち進路目標の達成に取り組む生徒の育成
現 状 ・国公立大学に進学したいと考えている生徒の割合は１・２年次で９割以上、３年次

で８割以上になるが、具体的な進路目標をもった生徒の割合が低い。
・学部学科を２年次１学期までに決定できる生徒の割合が少ない。

達成目標 志望校に合格した生徒の割合 ７０％以上 【３月に集計】

方 策 １ 進路指導計画に基づく各学年の方針に従い、生徒との個人面接を通して、生徒理
解を深めるとともに信頼関係を構築し、具体的な目標を個々に設定させる。。
２ 学力検討会及び学年会を通して、教科と学年が連携して生徒の学習意欲を喚起し、
学力の定着が図れるように努める。
３ ＳＴ前の朝の時間を活用して、短時間に集中し、かつ継続して学習させる。

達 成 度

具体的な 低学年から3年間を見通した学習・進路指導を成長段階に応じて、学年と協力し情
取組状況 報共有しながら実施し、生徒それぞれの意欲を持続させられるよう工夫した。

（進路探訪（1年職業理解 2年大学・企業訪問）、進学講演会（全学年）、
大学模擬講義（2年）思考力問題に挑戦（1，2年）など）
＜３学年＞
国公立志望者数162名、私立志望者数61名、短大志望者数1名、
専門学校志望者数6名、就職1名
・進路検討会を7月、12月、1月に開催し、生徒一人ひとりの進路実現に向けて対策を
検討した。
・担任を中心に面接を繰り返し、学習意欲を喚起するとともに、受験スケジュールの
確認、志望校決定等を行った。
・現在、大学入試対策を中心とした授業等を行っている。また、国公立大学二次試験
対策として、各教科で入試問題（面接、小論文含む）の予想問題を作成し、添削、面
接指導を行っている。
【参考】
＜２学年＞
国公立志望者数214名、私立志望者数16名、短大志望者数2名、
専門学校等志望者数1名
＜１学年＞
国際コース42名 文系92名 理系107名

評 価 ３月に集計し、評価する。

学校関係 家庭の協力も必要であるとともに、学校としては生徒の自発性を育てる手立て、面接
者の意見 等の生徒を支える手立てを一層充実していってほしい。

次年度へ ・来年度は入試問題研究を夏に実施し、
向けての 入試問題研究の各大学担当者が、1，2月のその大学の添削担当者となる
課 題 添削プリントの充実

等の意見もあり、今後の検討課題としたい。
・ＳＴ前の15分間を朝学習とし、現状は教員が監督しているが、全学年で共通理解を
した上で、生徒の自主的活動と移行していくなど、朝学習をより充実させる。
・新年度入学生は「大学入試共通テスト」を受験することになっており、３年後を
見据えて、学習活動や課外活動を充実させるにはどうするかを検討しなければならな
い。

（評価基準 Ａ:達成した Ｂ:ほぼ達成した Ｃ:あまり達成しなかった Ｄ:達成しなかった）



平成２９年度 富山南高等学校アクションプラン －５－
重点項目 進路支援
重点課題 高い志を持ち進路目標の達成に取り組む生徒の育成
現 状 ・国公立大学に進学したいと考えている生徒の割合は１・２年次で９割以上、３年次

で８割以上になるが、具体的な進路目標をもった生徒の割合が低い。
・学部学科を２年次１学期までに決定できる生徒の割合が少ない。

達成目標 志望校に合格した生徒の割合 ７０％以上 【３月に集計】

方 策 １ 進路指導計画に基づく各学年の方針に従い、生徒との個人面接を通して、生徒理
解を深めるとともに信頼関係を構築し、具体的な目標を個々に設定させる。。
２ 学力検討会及び学年会を通して、教科と学年が連携して生徒の学習意欲を喚起し、
学力の定着が図れるように努める。
３ ＳＴ前の朝の時間を活用して、短時間に集中し、かつ継続して学習させる。

達 成 度

具体的な 低学年から3年間を見通した学習・進路指導を成長段階に応じて、学年と協力し情
取組状況 報共有しながら実施し、生徒それぞれの意欲を持続させられるよう工夫した。

（進路探訪（1年職業理解 2年大学・企業訪問）、進学講演会（全学年）、
大学模擬講義（2年）思考力問題に挑戦（1，2年）など）
＜３学年＞
国公立志望者数162名、私立志望者数61名、短大志望者数1名、
専門学校志望者数6名、就職1名
・進路検討会を7月、12月、1月に開催し、生徒一人ひとりの進路実現に向けて対策を
検討した。
・担任を中心に面接を繰り返し、学習意欲を喚起するとともに、受験スケジュールの
確認、志望校決定等を行った。
・現在、大学入試対策を中心とした授業等を行っている。また、国公立大学二次試験
対策として、各教科で入試問題（面接、小論文含む）の予想問題を作成し、添削、面
接指導を行っている。
【参考】
＜２学年＞
国公立志望者数214名、私立志望者数16名、短大志望者数2名、
専門学校等志望者数1名
＜１学年＞
国際コース42名 文系92名 理系107名

評 価 ３月に集計し、評価する。

学校関係 家庭の協力も必要であるとともに、学校としては生徒の自発性を育てる手立て、面接
者の意見 等の生徒を支える手立てを一層充実していってほしい。

次年度へ ・来年度は入試問題研究を夏に実施し、
向けての 入試問題研究の各大学担当者が、1，2月のその大学の添削担当者となる
課 題 添削プリントの充実

等の意見もあり、今後の検討課題としたい。
・ＳＴ前の15分間を朝学習とし、現状は教員が監督しているが、全学年で共通理解を
した上で、生徒の自主的活動と移行していくなど、朝学習をより充実させる。
・新年度入学生は「大学入試共通テスト」を受験することになっており、３年後を
見据えて、学習活動や課外活動を充実させるにはどうするかを検討しなければならな
い。

（評価基準 Ａ:達成した Ｂ:ほぼ達成した Ｃ:あまり達成しなかった Ｄ:達成しなかった）



平成２９年度 富山南高等学校アクションプラン －７－
重点項目 特別活動（図書指導の充実）
重点課題 読書習慣の定着と図書館及び図書資料の活用促進
現 状 ・昨年度１年間に６冊以上の本を読んだ生徒は、１年生７４％、２年生５０％、１・

２年生を合わせると６２％であった。
・図書館への来館人数は１日平均３１人であった。
・調べ学習や発表の機会が増え、生徒自身が情報を選択しまとめることで自己の思考
を深めることが必要になっているが、生徒の図書検索力は十分とは言えず、また情
報それぞれの重要性を把握する力も必要である。

達成目標 １人年間６冊以上の本を読む生徒の割合（１・２年生）
７０％以上

方 策 ・１学年での図書館利用指導を充実させる。
・ＨＲや「総合的な学習の時間」での図書館利用の企画を提案する。
・生徒図書委員会の活動を通して、読書の楽しさを体験できる場の設定を工夫する。
・「としょだより」（生徒向け）を発行し、新刊図書案内や生徒の読後感等を掲載する
ことによって、生徒の読書欲を喚起する。
・領域や系統を決めて一つのテーマや内容に沿った関連図書を随時紹介する。
・図書館資料を利用した授業や課題を通して、生徒が図書を検索できるように段階的
に指導する。
・公立図書館との連携や教科との連携を図り、図書館資料を充実させる。

達 成 度 ・４月～１２月に間に６冊以上の本を読んだ生徒（１・２年生）の割合は、５５％で
あった。（３年生は１９％）

具体的な ・新入生全員に４月に図書館利用指導を行った。指導時にはパワーポイントを使い図
取組状況 書館の概要を紹介し、ブックトークなど工夫を加え、分かりやすさに心がけた。

・「としょだより」（毎月）、「オススメ読書ランKING」（不定期）を発行し、生徒の読
書欲を喚起している。
・６月にALTのマーク先生を講師に迎え、教養講座を実施した。
・７月に読書会「ビブリオバトル」を実施、各クラスに参加を呼びかけた。
・夏の読書課題に向けて１年生は１クラス1時限ずつ「読書指導」をし、１・２年生
にはブックリスト「読んでみようこの１冊！」を、３年生には小論文対策のためのブ
ックリスト「キーワードを追え！」を各教室に備えた。
・進路指導部と連携し、２・３年生全員に「キーワードを追え！」のダイジェスト版
を配布した。
・国語科や学年との連携で、夏休みに１・２学年全員を対象に「校内読書感想文コン
クール」を実施した。
・１年の要望があったクラスのホームルームで、「かんたん絵本のつくり方」の出前
講座を行った。各グループが作った「絵本」を保育実習に持って行き、園児とのふれ
あいに活用した。
・南苑祭では、図書委員会がクイズ形式で本に親しむ工夫を凝らした展示を行った。
・図書館を利用した授業では担当者と連絡を密にし、不足な資料は県立図書館からも
借り、生徒が利用できるよう展示した。
・本校図書館にない本に対しては、県立図書館の巡回サービスを利用し、図書の貸出
しを希望する生徒や教職員に貸出を行っている。
・１月、１・２学年統一ＨＲ「読書会」を実施した。実施後に１・２年生の先生に次
年度の読書会に向けてアンケートを行った。

評 価 １年生の６冊以上の本を読んだ生徒の割合が伸びず（昨年７４％、今年６０
Ｃ ％）、目標達成に至らなかった。

学校関係 英書コーナー、本屋大賞のコーナーなど、特色のある本を集めてのコーナーを作ると
者の意見 いいのではないか。

次年度へ ・図書館に関わる行事を工夫することで生徒の読書意欲を喚起し、読書により知識と
向けての 感性豊かな人間性を育てたい。
課 題 ・図書館が学校の中で情報発信基地としての役割を果たすべく、様々な機会を利用し

て図書館にある資料（図書や新聞、雑誌など）の紹介をしていきたい。

（評価基準 Ａ:達成した Ｂ:ほぼ達成した Ｃ:あまり達成しなかった Ｄ:達成しなかった）


